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注：         は、交換する部位を示す。 

 

 

エンジンの高圧燃料配管において、組付け時の管理が不適切なため、微細な粒子が燃料レールとインジェクタ間

のシールに挟まっているものがある。そのため、使用過程でシールが損傷して燃料漏れが発生し、最悪の場合、

漏れ出した燃料が高温部位に滴下することで火災に至るおそれがある。 

 

 

 

改善の内容 

全車両、燃料レールとインジェクタとシールを新品に交換する。 

 

 

識別 ： 車台番号の付近に黄色の識別ペイントを塗布する 
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